
畷龍丸
大

日

名 船  発  掘 〈汽船〉

《主要目》資客船、藤野四郎兵衛所有、鋼製、 746総 トン、 11007

重量 トン、垂線間長 549m、幅32m、 主機三連成汽機 1基、最高速

力HOノ ット、1903年大阪鉄工所建造

正期の青函航路で活躍 した

露戦争の大殊勲船

新造時の妓青と丸 (小林義秀)

チ
ャ
ー
タ
ー
船
時
代

の
青
函
航
路

大
正
時
代
の
青
函
連
絡
航
路
は
、
多
く
の
チ
ャ
ー

タ
ー
船
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
。
「用
船
時
代
の
青
函

航
路
」
と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

国
鉄
が

一
四
人
○
総
ト
ン
の

「比
羅
夫
丸
」
「
田
村

丸
」
を
投
入
し
て
青
函
航
路
を
開
業
し
た
の
は

一
九

〇
人

（明
治
四
十

一
）
年
。
そ
の
二
年
後
、
ラ
イ
バ

ル
だ

っ
た
日
本
部
船
の
青
函
航
降
が
廃
止
さ
れ
た
。

旅
客
　
貨
物
は
国
鉄
に
集
や
し
た
。

さ
ら
に
大
正
期
に
入
る
と
、
北
海
道
の
経
済
発
展

で
客
貨
需
要
が
増
大
し
、
「比
羅
夫
九
」
ク
ラ
ス
の
積

載
能
力
で
は
と
て
も
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
。

国
鉄
は
ど
う
し
た
か
。
チ
ャ
ー
タ
ー
船
で
こ
れ
を

し
の
い
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
状
態
は
、
日
本
で
最
初

の
客
試
車
両
渡
船
の

「翔
鳳
丸
」
ク
ラ
ス
が
青
函
航

路
に
登
場
す
る
大
正
末
年
ま
で
続
い
た
。

こ
う
し
て
青
函
航
路
の
助

っ
人
連
絡
船
と
な
っ
た

チ
ャ
ー
タ
ー
船
の
中
に
は
、
面
白
い
船
歴
を
も

っ
た

船
が
何
隻
か
あ
る
。
今
回
の

「岐
龍
九
」
↑
」う
り
ょ

う
ま
る
）
も
、
そ
う
い
う

一
隻
で
あ
る
。

「岐
能
九
」
が
青
西
航
路
で
活
躍
し
た
の
は
、
第

一

次
大
戦
時
の

一
九

一
六

（大
正
五
）
年
六
月
か
ら

一

九
年
四
月
ま
で
の
約
三
年
間
で
あ
る
。

大
戦
中
の
船
不
足
に
よ
る
内
航
貨
物
の
鉄
道
シ
フ

ト
で
、
青
森
と
函
館
両
駅
は
滞
貨
が
山
を
な
し
て
い

た
。
「岐
龍
丸
」
は
こ
れ
ら
の
貨
物
の
輸
送
に
当
た
っ



た
ほ
か
、
六
十

二
名
定
員
の
各
〓
を
設
け
て
、
移
住

民
と
出
稼
ざ
労
務
イ
の
輸
送
に
も
従
■
し
た
。

日
露
戦
争

で
特
設

敷

設
艦

に
変
身

「岐
能
九
」
は
日
露
戦
争
の
前
年
の

一
九
〇
三

（明

治
■
十
六
）
年
九
月
に
大
阪
鉄
に
所
桜
れ
ｉ
場
で
進

水
し
た
七
四
六
総
ト
ン
の
銅
製
汽
船
で
あ
る
。
船
主

は
大
阪
の
藤
野
四
郎
兵
衛
で
、
北
海
道
沿
岸
航
路
に

就
航
す
る
予
定
だ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌

一
九
〇
四

年

■
月
に
Ｈ
解
両
―ＩＬＩ
が
戦
端
を
開

い
た
こ
と
か
ら
、

竣
工
後
ま
も
な
く
れ
年
に
徴
用
さ
れ
た
。

日
本
海
年
の
当
面
の
敵
は
、
旅
順
の
ロ
シ
ア
太
平

洋
慌
隊
だ

っ
た
。
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
が
欧
州
か
ら
加

勢
に
や

っ
て
く
る
前
に
、
こ
れ
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
．

三
月
に
名
提
督

マ
カ
ロ
フ
が
司
令
長
■
に
着
任
す

る
と
、
そ
れ
ま
で
旅
順
港
内
に
白
■
し
て
い
た
ロ
シ

ア
晰
隊
は
、
沿
岸
の
ロ
シ
ア
他
台
の
支
援
射
柱
問
内

ま
で
積
極
的
に
打

っ
て
出
る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
の
行
動
を
観
察
し
た
日
本
海
軍
は
、
ロ
シ
ア
艦

隊
の
航
行
ル
ー
ト
に
機
言
を
数
設
す
る
こ
と
を
考
え

た
。
敵
の
他
命
下
で
仕
■
を
す
る
の
だ
か
ら
、
た

い

へ
ん
危
険
な
作
業
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
任
務
の
た

め
、
「岐
能
九
」
と
、
第
四
～
五
駆
逐
隊
、
第
十
四
艇

隊
に
属
す
る
十
二
隻

の
惟
確
が
送
ば
れ
た
。
「
岐
龍

九
」
は
な
ご
し
ら
え
の
特
殻
放
設
陥
に
変
身
。
怖
尾

に
機
言
投
下
装
置
が
設
け
ら
れ
た
。

旅
順
港
外
の
機
雷
戦
で
大
戦
果

機
宮
敷
設
は
四
月
十
二
日
深
夜
に
行
わ
れ
た
。
投

下
し
た
校
言
は
、
下
瀬
火
菜
を
使

っ
た
二
号
機
言
で

あ
る
。
「吹
能
九
」
に
は
、
こ
の
機
言
の
開
発
に
坊
わ

っ
た
小
円
キ
代
蔵
中
化
が
総
指
距
■
と
し
て
来
船
し

た
。
手

い
こ
の
夜
は
雨
で
視
界
が
悪
く
、
敵
の
探
照

灯
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
な
か

っ
た
。

翌
十
三
日
午
前
十
時
す
ぎ
、
旅
順
港
外
に
出
動
し

た
マ
カ
ロ
フ
犯
併
の
性
来
す
る
放
艦

「
ペ
ト
ロ
パ
ブ

ロ
フ
ス
ク
」
が
、
前
夜
敦
設
し
た
日
本
の
機
雷
に
触

れ
、
暖
時
に
し
て
轟
沈
。

マ
カ
ロ
フ
と
六
百
数
十
名

の
将
兵
が
艦
と
運
命
を
と
も
に
し
た
。
さ
ら
に
約
二

十
分
後
、
加
陥
を
引
き
縦

い
だ
戦
脈

「
ポ
ビ

エ
ダ
」

も
触
言
大
成
し
、
旅
順
港
内
に
逃
げ
込
ん
だ
．

大
戦
果
だ

っ
た
。
以
後
、
大
平
洋
戦
争
終
結
ま
で

の
四
十
余
年
間
、
日
本
海
軍
が
こ
れ
に
匹
敵
す
る
人

職
米
を
機
行
職
で
挙
げ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

日
露
戦
争

の
殊
勲
船
と

い
う
こ
と
で
は
、
「
岐
能

丸
」
は
、
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
発
見
し
た

「信
濃
九
」

に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
存
在
な
の
で
あ
る
。

大
阪
～
済
州
島
航
路

の
定
期
船

ヘ

「嘘
滝
丸
」
は
言
西
航
路
で
活
躍
し
て
い
た
時
期
に
、

西
館
の
成
凹
商
会
の
手
に
渡

っ
た
。

昭
和
に
入
っ
て
、
「蚊
他
九
」
が
ル
■
史
の
舛
お
に

登
場
す
る
坊
両
が
も
う

一
度
あ

っ
た
。
焼
国
の
済
州

島
と
大
阪
を
結
ぶ
航
路

⌒阪
済
航
路
）
が
、
そ
の
舞

台
で
あ
る
，
日
本
社
冷
ド
の
こ
の
時
代
、
阪
済
航
蜂

の
定
期
捕
は
、
済
州
鳥
出
身
の
大
勢
の
出
稼
ぎ
人
た

ち
で
い
つ
も
込
み
合

っ
て
い
た
。

阪
済
航
路
は
日
本
い
が
独
市
し
て
い
た
ｃ
朝
鮮
郵

い
の

「成
鋭
九
」
（ｔ
ｈ
　
総
ト
ン
）
と
、
ロ
シ
ア
砲

摘
を
改
造
し
た
尼
崎
汽
怖
部
の

「
第
二
君
が
代
九
」

（九

一
九
給
ト
ン
）
で
、
祐
貨
は
十
二
円
五
十
銭
だ

っ

た
と
い
う
。
出
稼
ぎ
人
の
月
収
が
十
数
円
の
時
代
だ

か
ら
、
高

い
１１、
■
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
大
阪
の
済
州

鳥
出
身
者
た
ち
は
束
亜
通
航
祉
令
を
組
織
し
、
自
前

の
船
を
運
航
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。

束
亜
通
航
組
合
に
チ
ヤ
ー
タ
ー
さ
れ
た
の
は
、
成

―――
商
公
の

「岐
池
九
」
だ

つ
た
。
こ
の
時
期
の
阿
船

に
は
、　
一
年
四
名
、
二
年
十
二
名
、
す
年
二
百
五
十

九
名
の
客
室
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
．

「妓
龍
九
」
が
就
航
し
た
の
は

一
九
二
〇

（昭
和
五
）

年
十

一
川
．
船
１１
は
Ｈ
本
船
の
十
分
の
六
円
れ
卜
銭

だ

っ
た
。
当
然
、
済
州
局
出
身
者
た
ち
は

「岐
龍
九
」

を
利
用
し
た
。
そ
し
て
以
後
、
日
本
船
と
の
間
で
職

烈
な
料
金
競
争
が
行
な
わ
れ
た
。

「
蚊
性
九
」
は
加
帥
で
失
わ
れ
た
。
大
平
洋
戦
争
効

発
の
年
の
六
月
、
北
千
島
学
術
調
査
隊
を
乗
せ
て
■

島
海
域
を
航
海
中
、
ウ
ル
ツ
プ
島
沖
で
座
礁
沈
没
し
、

そ
の
波
乱
の
生
涯
を
閉
じ
て
い
る
。山

田
　
迪
生

85


